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数学Ⅱ・Ｂ

Ⅰ．全体概況

センター試験数学Ⅱ・Bの問題は，数学Ⅰ・Ａと
比較すると，高度な思考力と計算力を要求する出題
になっている．センター試験本番レベル模試の問題
も 2008 年度センター試験本番の問題と同レベルで
出題されるため，難しく感じた受験生は多かったと
思う．しかし，まわりの友達ができていなかったか
らといって，第一志望校のレベルが下がるわけでは
ない．後に見ていくように，問題は決して難しいわ
けではない．基本を確実に理解して題意をつかみ，
素直に解いていけば高得点をとることは十分可能で
ある．
この講評集ではセンター試験本番レベル模試の出

来具合によって，何をすればよいのかを具体的に述
べている．熟読して自分の問題点をつかみ，明日か
らの学習に反映して欲しい．
得点全体の分布は以下のようになった．平均点は

38.9 点であった．
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・基本事項の徹底を
数学Ⅰ・Aにおいても，もちろん基本事項は極め

て重要であるが，多くの分野が融合した形で出題さ
れることの多い数学Ⅱ・Bにおいて，基本事項をお
ろそかにすると，高得点はおろか，殆ど得点できな
いという事態にまで陥ってしまうだろう．今回，三
角関数 ( 平均得点率：33.7% )，ベクトル ( 平均得点
率：23.8% ) など，まだ対策が追いついていないと

思われるものも多いが，各分野の基本事項 ( 例えば
教科書の例題レベル ) は，次回の第 3回センター試
験本番レベル模試 (6 月 22( 日 ) 実施 ) までに徹底し
て身につけること．同じ問題を繰り返し解くことを
嫌う人もいるが，各基本事項を理由と合わせて説明
できるくらいまでになると，その後の数学の伸びは，
それまでと比較にならないくらい大きくなる．ここ
までできるようになって，思考力と計算力を身に付
けていくことが数学学習においては理想である．計
画立てて基本事項を身につけていくようにしよう．

・基礎固め＝丸暗記ではない！
数学は暗記科目ではない．たとえ基本公式といっ

ても，式の意味を理解していなければ使いこなすこ
とはできない．逆に基本を本当に理解していれば，
たとえ最難関大の入試でも太刀打ちできる．大学入
試においては，どんな難問も基本の組合せで作られ
ているからだ．解法を丸暗記するのではなく，考え
方を理解し，それを身につけるという姿勢で，学習
を進めるようにしよう．

まず目標設定力をつけよう
正答率を 1問ごとにみていくと，少し「ひねった」

問題（「公式どおり」にいかない問題）になると，
手が出なくなってしまう受験者が，まだまだ多いこ
とがわかる．入試問題は，見たこと・やったことの
ある問題が出ることはまれなので，出された問題を
制限時間内で解くための，「問題解決力」をつけて
おかなければならない．「問題解決力」をつけてい
くために，どうすればよいのか．まずは「与えられ
た条件・目標は何なのか」ということを，自分の中
で確認する習慣をつけるようにしよう．具体的には，
①　分かっていることは何か
②　何を求めたいのか
の 2点をはっきりさせればよい．数学の問題を解

くときには普通，試行錯誤をするが，求めたいもの
（目標）をはっきりさせておけば，途中で何をやっ
ているのかわからなくなってしまうということがな
くなる．つまり，思考の「足場」，「土台」ができる
というわけだ．

今回のセンター試験本番レベル模試の問題と解答
解説冊子を手に，自分がどの設問まで到達したのか
を把握しながらこの講評を読み進めること．その後，




